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対する教員の意識を高め, その方策の一つと して ICT活用を位置づけるこ との重要性が指摘され
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1 . はじめに
本研究の日的は, 中学校理科教員の授業における ICT 

活用の状況と意識, ニーズ等に関する実態を把握し , 今
後の学習指導の改善に向けた基礎的資料を得るこ とであ

る。

学習指導要領の度重なる改定や, 教育の情報化ビジ ョ
ンの公表等により , 教育における ICT活用推進の重要
性が指摘されて久しい。 現在, 学校現場において ICT 
は, 重要な教授ツール, 学習ツールの一つと されており , 

ICT を活用した効果的な指導法に関心が高まっている。 
2008年告示の中学校学習指導要領では, 教育の情報化に
関する内容の充実が図られ, 「情報手段に加え , 視聴覚
教材や教育機器などの教材 ・ 教具の適切な活用を図る」

こ とが示されている ' )。 このよう な情勢を受け , ICT教
育に関する様々なプロ ジェ ク トが行われ, 数多 く の ICT 
機器を活用した実践報告が見受けられるよう になった。 

その筆頭と して, 文部科学省主導の 「学びのイ ノベーショ
ン事業」 2), 総務省主導の 「 フ ユーチ ヤース ク ール推進

た c 

・m 
Situation 

KURODA Masakatsu
ニーズ等に関する実態を把据し , 今後の学習指導の

けた基礎的資料を得るこ とである。 近畿圈 A県内の中学校134校の理科担当教員 (有効回答86名) を対象と した実

態調査を行い, ICT活用の状況を把握すると共に, ICTの活用 ・ 非活用群間で意識やニーズの差異を検討した。 その結果, 

理科の授業において ICT を活用している教員は, 全体の68.6%であった。 また, 活用群の方が非活用群に比べて , 生徒の

観察 , 実験, 探究などの学習活動を重視する傾向があり , 「学び合いの授業」 の実現に ICT活用のニーズを有していた。 

これに対して, 非活用群の教員は, ICT機器の扱い方の困難さ , 整備状況の不備を理由に ICT活用に消極的であり , 従来

の授業ス タイルを変えない範囲での ICT活用をイ メ ージしている傾向が示された。 これらの結果から , 今後の ICT活用

の推進に向けては , 理科室の ICT 環境整備を鋭意進めてい く と共に , アク テイブラーニ ングの視点に基づ く 授業改善に

事業」 3) が挙げられる。 こ れらの事業により , ICT を活

用 した教育への効果が示 され, 学校現場における ICT 
環境の構築に一定の成果をあげている。 教育におけ る

ICT活用の有用性は広 く 認められ, ICTの環境整備 , 
ICT を活用した実践研究が行われ, 教育における ICT活
用の知見には蓄積が認められるよ う になった。 

その一方で, ICT環境の整備状況や ICT活用状況にお
ける格差が間題視されてきた。 文部科学省の 「2020年代
に向けた教育の情報化に関する懇談会」 最終まとめでは, 
「 どのよう な授業に ICT を活用すべきか具体的な目標水
準等が明確に示されていないこ と などから , 地方公共団

体によって整備の必要性の理解に差が生じ , 整備状況の
大きな格差につながっている」 こ とが報告されている 4)。 

ICT環境が十分に整っていない学校では当然, 授業にお
ける ICT活用が滞りがちになる。 そのため, ICT活用状
況の格差は, ICT環境の格差によって生じると長ら く考
え られてきた。

しかし , ICT環境の整備が進んでいる学校においても , 
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ICT が十分に活用されていないケースのあるこ とが指摘

されている。 例えば, べネ ッセ教育総合研究所の2014年
度報告書では, ICT活用に年々高まりが見られるものの, 
教員の意識により ICT 活用の頻度に格差がみられるこ
とが報告 されている 5)。 このこ とから , 今後の ICT活用
の推進に向けては , ICT 環境の整備も さ るこ と ながら , 
教員の意識の変革が重要な要因となる と考えられる。 

ICT を活用 した教育の効果が期待されている教科の一
つに理科がある。 中学校学習指導要領第 4 節理科では
「観察 , 実験の過程での情報の検索 , 実験 , データの処
理 , 実験の計測などにおいて , コ ンピュ ータや情報通信
ネ ッ トワークなどを積極的かつ適切に活用するものとす

る。」 と述べられている 6 )。 しかし , 科学技術振興機構
理数学習支援センターが実施した中学校理科教貝を対象

にした実態調査では, ICT活用に対して 「苦手」 , 「やや
苦手」 の回答割合が47.36% であったこ とが報告されて
いる 7 )。 これは, 中学校理科教員の約半数近く が ICT 
用に対して苦手意識を抱いており

と していない実態を示している。 

ICT 
ICT 

, 積極的に活用しよ
しかし , 

環境整備の不備による ものなのか , 

ない。

今後, 

活

う

その原因が, 
教員の授業や

活用に対する意識によるものであるかは , 定かでは

中学校理科における ICT活用を推進してい く
上で , ICT環境の整備の不備や ICT活用に対する意識の
格差は大きな障害となり う る。 特に後者は, ICT活用に
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、、 
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肯定的な教員とそう でない教員の隔たり を埋めるこ とで

活用状況の格差は解消するこ とが求められる。 しかし , 
中学校理科における ICT活用に肯定的 ・ 否定的な意識
を持つ教員の差異に関する先行研究は, 筆者らの知ると
こ ろ見当たらないのが現状である。

そこで , 本研究では, ICT活用状況が増加傾向ながら
も , 全国平均を下回る近畿圈の A県に在籍する中学校
理科教員を対象と した調査を実施し , ICT活用状況の異
な

す

の

2,1 

る教員間で理科の授業に対する意識や ICT 活用に対
るニ

ICT 
ーズがどのよ う に異なっているかを把握し , 今後

活用推進に向けた基礎的資料を得るこ と と し

調査対象者

2 . 研究の方法

た 0 

調査は, 近畿圈にある A 県下, 134校402名の公立中
学校理科教員を対象に行った。 その結果, 59校91名から
返信があり , 計86名の有効回答を得た (回収率 : 22.4 
有効回答率94.5 % )。 

% , 

2.2 調査内容
(1 ) 調査対象者の状況と理科に対する意識を把握するた
めの項目

実際に調査に使用した調査票を図 1 に示す。 調査対象
者の状況を把握する項目と して, 教職経験年数, 中学校
理科教員免許の有無, ICT活用に対する自信, 理科の学
習指導で重視する事項, 理科の学習指導に対する困難感

「理科の学習指導におけ る I c T活用」 に関す る調査
~ 和 山 県申学演理 担当数 対象 ~ 

【 1 】 あ な た の i 数及び申学検理料 ISI 免許の右無 ( 時は除 く ) を数 え て く だ さ い。

お よ そ 年 免 許状 有 無

【 2 】 l C T を活用 し た り , コ ン ュー タ を操作 する こ と に白信があ りま すか。

1 , 白 信がある 2 , ま あ まあ 3 , す こ し 4 , 白信 がなし、 

【 3 】 あ な た の理料援業につい て大切に し ている こ と を数え て く だ さ い。 t 

1 . 最新 の料学 l 術 を話發に取 り上 :f るよ つに し ている。 4 3

2 , 料学 が日 常に密接にかか ってし、るに つい て大事に し てし、る。 4 3

3 , 学習内 9 と 1tt業 の開保に ついて大引 二し て いる。 4 :3

4 . 生命事重 や白然環境 0)保全に書与 する 度 の言成に めてし、る。 4 3

5 . 生往に白 分の考 え を発 させる機会 をつ く るよ つに し てし、る。 4 3

6 , 学習内客 が日常 の間 に応用で き るこ と を大事に し て いる。 4 3

7 . 十分 な観表 , 実験の時間 深究の時間 をつ く る よ i に し ている。 4 3

8 , 実 の手 .順を生使自身に考え させ るよ うに し ている。 4 3

9 , 実 し た こ と か ら , どん な結論が得ら れる か考え させ るよ うに し てし、る。 4 3

1 0 . 理や i i a llの理解 を要め るための t の-; く り を お 一, な i よ つに してい る 4 :3 
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【 4 】 理 料 の学習指 で国 つて いる , も し く は救 えに く い単元があれば救え て く だ さし、。 (複数回答可 )

1 , 身近 な 理現 2 . 電流と その利用 :3 . 通動 と 工ネルキー 4 . 身の回 り の物l

5 . 化学変化と 原子 ・ 分子 6 , 化学変化 と イ オ ;,, 7 . 料学技 i ii と 人間 8 . 植物10)生活と 種額

9 , 動物 の生活 と生物の変速 1 0 , 生 0 0)追 : 性 1 1 , 大地o) リ 立 ち と変化

1 2 , -表 と そ一 の変化 1 :3 , 地球 と字雷 1 4 , 白然 と 間 1 5 , 持に ない

【 5 】

「 6 1 

理料 (J)援業でど く ら い の境度で l C T 活用 を し てい ま すか

1 . 元 を間 :lつ すいつ t 2 , 里元 面 を特定 して 3 . 金 ( 活用し てし、ない。

【 5 】 で 1 , 2 と 回答 し た人は具体的な活用の11方に ついてし、 く つか数え て く i きし、。 

活用 o)意図 や 面 l 機器 や コ ン テ ン ツ

0 数師が実験の説明 をする と き , 実 

験装置拡大 し て ;b か り やす く 

実物l投能器と プロ ジ ェ ク タ 

図1 

面 へ

【 7 】 【 5 】 で 3 . ま った ( 活用 し てし、なし、と 回答 し た入は理由 を数 え て く だ さし、.

1 , 準 が大変 2 , 扱い方がわから なし、 :3 , 効集が感 じら れない 4 . 使し、た い機器がそ ろ ていない

5 , コ ン テ ンツ がそろ っ ていなし、 l5 , その他 ( )

【 8 】 通 数空 で利用可 な l O T 標器 を数え て く だ さ L、 ( 数回答可 ) 

1 , プロ ジェ ク タ 2 , 実物l 能機 3 , パ ソ コ ン 4 , ンi タ Jしテ し ヒ 5 , ・i : ジ タル i3 メ フ

6 , 一ァ 、;; ル l: オ 7 . 電子里 lJii 8 , イ ー - ネ ッ ト 9 , そ の他 ( ) 

【 9 】 上記 の以 外に理 室で営設 き て いる l C T 快器 を数え て く だ きい。 (複数回答可 ) 

1 , プロ ジェ ク タ 2 , 実物l 能機 3 , パ ソ コ ン 4 , ジ タ ル テ し ヒ 5 , , ; ジ タ ル カ メ フ

6 , 一ァ ー;i ル l: 一ァ オ 7 . 電子里 t 3 , イ ン - ネ ッ ト 9 , そ の他 ( ) 

【 1 0 】 ど の単元 で l C T活用 し た 業 を した いと 恩 いま すか ( 複数回答可 )

1 , 身、 な 理現 2 , 電流 と その利用 3 , 通動 と 工ネJレキ一 4 , 身の回 り の物l質

5 . 化 変化 と 原子 ・ 分 子 6 . 化学変化 と イ オン 7 . 料学技術 と入間 8 . 植物l の生活 と組額

9 , 動 の生 と生 の変 1 0 , 生合 (r)追 i 性 1 1 . 地 の成 り 立 ち と 変 1' l

l 2 , 気發 と そ の 化 1 3 , 地號 と字商 1 4 , 白 然 と入聞 1 

【 1 1 】 l 

1 . 

C T 用に ど のよ つな効果 を期待 し てい ま すか 

生 に学習に対する a 味開 t を高め さ せる 
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5 . 特に思わなし、
と
て

も
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あ
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と
ん:

と

1
 

2 . 生往に 習翌盟 を把短 し , つかませる。 4 3 2 1 

:3 , 生往に か りやす く 説明 した り , 思考や理解 を深め させる 。 4 :3 2 1 

4 , 生 に学習内書のま と めで生 に如 の定 3 を図 ら せる。 4 3 2 1 

5 . 生使が信 を収集する。 4 3 2 1 

l5 , 生往が考え を文拿に ま とめた り , べた こ と を や図にま とめる。 4 :3 2 1

7 , 生従 が伝え たし、こ と を他 (f )生 に か り やす く 発義 した り , 義現す る。 4 3 2 1

e . 生往がド リ ルなどのソフ ト を活用 し , 習内客の定基 をは かる。 4 3 2 1

【 1 2 】 ど のよ う な数 tオがある と i C T 活用 した 業が しやすし、ですか。

1 , 数 f ifi が使 i 数 tオ

2 , 生 i t が使 つ数 tオ

[ 1 3 】 今種 , ど んな l C T 活用 が した L、 で すか。 あ な た ,jり考 え をお a き く だ さ し、。 

解 で i ・ の t L h < き i, _ あ り , と フ ' i t L _ 

l l 

「理科の学習指導における ICT活用」 に関する調査票



授業における ICT活用に対する中学校理科教員の意識とニーズ

を尋ねた。 ICT活用に対する自信については , 「自信が
ある」 ~ 「自信がない」 の 4件法を設定した。 理科の学
習指導で重視する事項については, 科学技術振興機構と
国立教育政策研究所が2008年に実施した中学校理科教師
実態調査 ・ 調査票 A7) に基づ く 10項目を設定し , 「 と て
も」 ~ 「ほとんど」 の 4 件法で尋ねた。 理科の学習指導
に対する困難感について , 中学校理科の内容 8) 14項目
(例 :
な ど) , 

「 1 . 身近な物理現象」 , 「 2 . 電流とその利用」 , 
「15. 特にない」 の 1 項目の計15項目と , 

例 ( 自由記述)」
択を認めた。 

を設定 した。 なお , 回答では, 
「具体

複数選

(2) ICT活用の実施状況と環境を把握するための設問
調査対象者の ICT活用の状況と環境を把握するため
に, ICT活用状況, 具体的な活用方法, ( ICT非活用で
あれば) 非活用の理由, そして普通教室及び理科室で利
用可能な ICT機器を尋ねた。 ICT活用状況については, 
「 1 . 単元を間わずいつも」 , 「 2 . 単元や場面を特定し
て」 , 「 3 . 全く活用していない」 を設定した。 具体的な
活用方法については , 活用の意図や場面 , 機器やコ ンテ
ンツ , 単元や場所について , 自由記述で回答を求めた。 

ICT非活用の理由については, 「準備が大変」 , 「扱い方
がわからない」 , 「効果が感じられない」 , 「使いたい機器
がそろっていない」 , 

「その他 (自由記述)」
「 コ ンテ ンツがそろ っていない」 , 

の選択肢から回答を求めた。 

教室及び理科室で利用可能な

ロ ジェ クタ」 , 「実物投影機」 , 
ICT 機器については , 

普通

「プ

「パソ コ ン」 , 「デジタルテ

レ ビ」 , 「デジタルカ メ ラ」 , 「デジタルビデオ」 , 「電子黒

板」 , 「イ ンターネ ッ ト」 , 
肢で回答を求めた。 なお , 

「その他 ( 自由記述)」 の選択
回答では, 複数選択を認めた。 

(3) 今後の ICT 活用への二一 ズを把握するための設問

ICT を活用した理科指導についてニーズ
する

容 l 

や希望を把握

項日と して , 理科の学習指導で ICT活用したい内
ICT活用に期待する効果, 

今後, 学習指導で実践したい
の学習指導に対する期待は, 
(例 : 「 1 . 
など) , 「15, 

身近な物理現象」 , 

ICT活用に対する希望, 
ICT活用を尋ねた。 理科
中学校理科の単元14項目
「 2 . 電流とその利用」 , 

特にない」 の 1 項目を設定し , 複数回答を
認めた。 ICT活用に期待する効果は, 

表1 

「教育の情報化に

普通教室で利用可能な ICT機器の状況

関する手引き」 (文部科学省2009) に示 されている教科
指導における ICT活用の具体的な方法や場面 9) に基づ
く 8項目について , 「 と ても」 ~ 「ほと

で尋ねた。 ICT活用に対する希望では, 
んど」 の 4 件法
「教員が使

材」 , 「生従が使う教材」 のそれぞれについて, 自由
う教

記述

で回答する形式で設定した。 今後, 学習指導で実践した
い ICT活用は , 具体的な活用の仕方を自由記述で回答
する形式で設定した 0 

3 . 結果及び考察
3.1 調査対象者の状況
調査対象者86 名の平均勤務経験年数は17.8年, 正規の
教貝は81 名であった。 調査対象者が動務する中学校の普
通教室で利用可能な ICT機器の集計結果を表 1 , 理科
室に常設されている ICT機器の集計結果を表 2 に示す。 
理科室に常設されている利用可能な ICT機器は普通教
室より も少な く , 日常的に ICT を活用できる学習環境
にない実態が把握された。 

次に , 

結果, 「
ICT活用に対する自信について集計した。 その
自信がある」 , 「まあまあ」 と回答した割合は59.3 

%と なり , 科学技術振興機構 理数学習支援センターの
調査対象者より も , ICT活用に対して自信を持っている
傾向が示された。 ICT活用の実施状況を把据する項目で
は, 「単元を問わずいつも」 と 「単元や場面を特定して」
の回答が68.6% を占め, 理科室の整備状況が不十分にも
関わらず多 く の理科教員が ICT 活用を行っているこ と
が把握された。

一方, ICT活用を全く しないと回答した教員の割合は
31.4% であった。 その理由と しては , 「扱い方がわから

ない」 (40.7%) , 「準備が大変」 (37.0%) , 「機器がそろ
ていない」 (18.5%) という記述が多かった (表 3 )。 

っ

こ

のこ とから , ICT活用を全く しない教員は, ICT機器の
扱いの困難さ , 学習環境の整備の不十分さ を感じている
こ とが示された。 上記の実態を持つ者の傾向と して, 以

後の分析を進める。

3,2 ICT活用 ・ 非活用教員間の意識, ニーズの比較
ICT活用の有無の回答において 「単元を問わずいつも_ 

又は 「単元や場面を特定して」

表2 

と回答した教員を活用群, 

理科室に常設されている ICT機器の状況

項日 度数 割合 項目 度数 割合

パソ コ ン

ブ ロ ジェ ク タ

デ ジ タル カ メ ラ

実物投影機

デ ジ タル テ レ ビ

イ ン ターネ ッ ト

電子黒板

デジタル ビデオ

その他

6
1
3
1
1
8
2
1
4
 

5
5
4
3
3
2
2
2
 

%
%
 
%
 
%
 
%
 
%
 
%
 
%
 
%
 

1
3
0
0
0
6
6
4
7

5
 
9
0'
6'
6'
2'
5' 
4
 
4
 

6
5
5
3
3
3
2
2
 

デ ジ タルテ レ ビ

実物投影機

プ ロ ジェ ク タ

デ ジタル ビデオ

イ ン ターネ ッ ト

ハ°ソ コ ン

デ ジタル カ メ ラ

電子黒板

その他

2 8
2 6
1 2
1 0
8
6
6
3
6
 

%
%
 
%
 
%
 
%
 
%
 
%
 
%
 
%
 

6
2
0
6
3
0
0
5
0
 

2
0

4
1
 

・ 

・ 

・ 

・ 

・

9
7
7
3
7

3
3
1
1
 

N=86 

81 

N=86 
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と回答した教員を非活用群

各調査項目に対する回答を比較した 0 

(1 ) 理科の学習指導に対する意識の差異
まず, 理科の学習指導で重視する事項について全体で

集計したと こ ろ , 「科学が日常生活にかかわっているこ
とについて大事にしている」 の平均値が最も高かった

(3.53)。 これを ICT活用 ・ 
t検定の結果 , 「生徒に自

非活用群間で比較した (表4 )。 
分の考えを発表させる

つく るよう にしている」 (p<.01) , 
時間や探究の時間をつく るよう に

「十分な観察, 
機会を

実験の

している」 (p<.01) の
2項日においていずれも活用群の平均値が非活用群より
も有意に高かった。 このこ とから , 活用群の方が, 
用群に比べて , 生徒に発表させる機会をつく
察, 実験, 探究の時間をつく ったりするこ と

ったり

をよ り

非活

観

重視

表 3 ICT非活用群における ICT を活用しない主な理由

度数 割合

世 良 啓 太 福 井 日日 則 里: 田 日日 克

している傾向が示唆された。

次に, 理科の学習指導に対する困難感を把握する項目
を集計した。 その結果, 全体では 「地球と宇宙」 と回答
した教員が最も多かった (33.7%)。 これを ICT活用 ・ 
非活用群間で比較した (表 5 )。 -,c2検定の結果 , 「電流と
その利用」 に対して学習指導の困難感を有する教員の比

率が, 活用群 (18.6%) より非活用群 (40.7%) の方が
有意に多かった (p<.05)。 このこ とから , 非活用群の教
員

に

と

ず

な

に

群

る

な

は 「電流とその利用」 の内容について理科の学習指導

おいて困難感を感 じている傾向が示唆された。 

その利用」 の学習は, 生徒にと
きやすいものの , アニ メ ーシ ヨ

って抽象度が高

「電流

く つま

ンや シ ミ ュ レ ー シ ョ ン

どの ICT活用の効果が得やすい内容である。 直接的
データと して示されているわけではないが, ICT活用
は 「電気とその利用」 において適切に ICT を活用す
こ とで , このよう な指導の困難感の感じにく いのでは
いかと推察される。 

すく 説明したり , 
用群は非活用群より も平均値が有意に高かった

扱い方がわからない

準備が大変

使いたい機器がそろっていない

効果が感 じ られない

コ ンテ ンツがそろっ ていない

その他

1
 
0
5
 
2
 
1
 
5

1
 
1
 

40. 7% 
37. 0% 
18. 5% 
7. 4% 
3. 7% 
18. 5% 

(2) ICT活用に期待する効果の差異
ICT活用に期待する効果について ICT活用

間で比較した (表 6 )。 t検定の結果, 「生従
思考や理解を深めさせる」

・非活用群

にわかり や

において活

n=27 

表 4 理科の学習指導で重視する事項における ICT活用 ・ 非活用群の差異

(p<.05) c 

活用群(n=59) 非活用群(n=27) 
平均 S.D. 平均 S.D. 群間の差の検定

最新の科学技術を話題に取り上げるよ うに している
科学が日常に密接にかかわっているについて大事に している
学習内容と職業の関係について大事にしている
生命専重や自然環境の保全に寄与する態度の育成に努めている
生徒に白分の考えを発表させる機会をつ く るよ うに している
学習内容が日常の問題に応用できるこ と を大事にしている
十分な観察, 実験の時間や探究の時間をつ く るよ うに している
実験の手順を生徒白身に考えさせるよ うに している
実験したこ とから , どんな結論が得られるか考えさせるよ うに している

8
1
9
6
7
5
4
4
0
 

9
6
2
3
0
1
3
1
2
 

2
 
3
2
' 3
 
3
 
3
 
3
2
' 3
 

8
3
2
9
3
9
9
3
1
 

6
5
7
6
8
6
6
7
6

1
 

1
 

' 
1
 

' 
' 

1
 

' 
1
 

0
0
0
0
0
0
0
0
0
 

1
7
7
5
2
9
8
7
0
 

8
3
3
1
5
8
7
0
0
 

2
 
3
2
' 3
2
'
2
' 2
2
' 3
 

4
3
8
0
0
0
4
3
8
 

7
6
8
6
7
8
6
8
6

1
 

1
 

' 
1
 

1
 

' 
1
 

' 
1
 

0
0
0
0
0
0
0
0
0
 

4
4
6
5
9
6
0
5
8
 

0
8
4
3
9
5
6
3
3
 

1
1
' 0
 
1
2
'
1
' 3
0
'
1
' 

一一 

一一 

一一 

一一 

一一 

一一 

一一 

一一 

一一 
) 
) 
) 
) 
) 
) 
) 
) 
) 

4
4
4
4
4
4
4
4
4
 

8
8
8
8
8
8
8
8
8
 

( 
( 
( 
( 
( 
( 
( 
( 
( 

,

「
し

,

「
し

,

「
し

,

「
し

,

「
し

,

「
し

,

「
し

,

「
し

,

「
し 

ns 
ns 
ns 

s n
s n

ns 
ns 

原理や法則の理解を深めるためのものづく り をおこなうようにしている 2.15 0.93 1.89 0.93 t(84)=1.22 ns 
**p<.01 

表5 理科の学習指導に困難を感じる学習内容における ICT活用 ・ 非活用群間の差異

活用群(n=59) 非活用群(n=27) 
度数 割合 度数 割合

群間の差の検定

身近な物理現象
電流とその利用
運動とエネルギー
身の回りの物質

化学変化と原子 ・ 分子
化学変化とイオン
科学技術と人間

4 

1
0
1
5
1
8
 

1
1
 

1
 

6.8% 
18.6% 
16.9% 
1.7% 
8.5% 
18.6% 
13.6% 

6 11
8
0
3
7
2
 

22.2% 
40.7% 
29.6% 
0.0% 
11.1% 
25.9% 
7.4% 

x 2 (1)=0.07 
x2 (1)=0.04 
χ2 (1)=0.25

p=1.00
p=1.00 

x2 (1)=0.57 
x 2 (1)=0.49 

ns 
* 
ns 
ns 
ns 
ns 
ns 

植物の生活と種類 2 3.4% 2 7.4% x2 (1)=0.59 ns 
動物の生活と生物の変遷 2 3.4% 0 0.0% x2(1)=0.56 ns 
生命の連続性 0 0.0% 0 0.0% p=1.00 ns 
大地の成り立ちと変化 11 18.6% 3 11.1% x2(1)=0.53 ns 
気象とその変化 10 16.9% 1 3.7% χ2(1)=0.16 ns 
地球と宇宙 18 30.5% 11 40.7% x2(1)=0.46 ns 
自然と人間 7 11.9% 1 3.7% x2(1)=0.28 ns 
特にない 7 11.9% 2 7.4% x2 (1)=0.71 ns 
群間の差の検定 : x2 検定及び直接確率計算法 (両側) 
*p<.05
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表6 

授業における ICT活用に対する中学校理科教員の意識とニーズ

ICT活用に期待する効果における ICT活用 ・ 非活用群間差異
活用群(n=59) 非活用群(n=27) 
平均 S.D. 平均 S.D. 群間の差の検定

生従に学習に対する興味関心を高めさせる
生徒に学習課題を把据させ, つかませる
生徒にわかりやすく 説明したり , 思考や理解を深めさせる
生従に学習内容のまとめで生従に知識の定着を図らせる
生徒が情報を収集する
生徒が考えを文章にまとめたり , 調べたこ と を表や図にまとめる
生従が伝えたいこ と を他の生従にわかりやす く 発表したり , 表現する
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生徒が ドリルなどのソフ ト を活用し, 学習内容の定着をはかる 1 .81 0.90 2 .33 0.92 t 84 =2 .47 * 
*p<.05 

表 7 ICT を活用したい学習内容における ICT活用 ・ 非活用群間の差異

活用群(n=59) 非活用群(n=27) 
度数 割合 度数 割合

群間の差の検定

一方, 「生徒が
の定着をはかる

身近な物理現象
電流とその利用
運動とエネルギー
身の回りの物質

化学変化と原子 ・ 分子
化学変化とイ オン
科学技術と人間
植物の生活と種類
動物の生活と生物の変遷
生命の連続性
大地の成り立ちと変化
気象とその変化

地球と宇宙
白然と人間
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28.8% 
20.3% 
18.6% 
11.9% 
16.9% 
30.5% 
22.0% 
20.3% 
27.1% 
22.0% 
59.3% 
69.5% 
79.7% 
10.2% 
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も見られた。 
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特にない 3 5.1% 3 11.1% (1)=0.37 n:s 
群間の差の検定 : 2 検定及び直接確率計算法 (両側) 
**p<.01 *p<.05 

ド リ ルな どのソ フ ト を活用 し , 学習

」 においては, 非活用群は活用群に
て平均値が有意に高かった (p<.05)。 このこ とから

内容

比べ

活

用群は, ICT活用に対してわかりやすい説明や思考の深
化等の効果を期待しているのに対し , 非活用群は生徒各々
がドリル的に勉強してい く イ メ ージで知識定着の効果に

期待している傾向が示唆された。

(3) ICT活用二一 ズの差異
理科の学習指導で ICT活用したい内容について ICT 

活用 ・ 非活用群間で比較した (表 7 )。 ;)c2検定の結果, 
「植物の生活と種類」 , 「動物の生活と生物の変遷」 , 「生
命の連続性」 , 「気象とその変化」 の 4 項目においていず
れも活用群が非活用群より も有意に高く , 非活用群の教
員は生物や地学の内容の一部において ICT を活用した
授業に必要性を感じていない傾向が示唆された。

「今後, 学習指導で実践したい ICT活用」 について
ICT活用 ・ 非活用群の自由記述を整理した。 その結果, 
両群でシミ ュレーシ ョ ンやモデル化, 静止画や動画, ア

シ ヨ ンによ る提示に関する記述が多かった。 さ ら

に活用群では 「電子黒板の活用」 (11.9%) , 「学び合い
の授業」 (8.5%) , 「生徒の発表」 (5.1%) といった記述

しかし , 非活用群では 「調べ学習」 (11.1 

83 

%), 「 ド リ ル学習」
等の記述がみられ

3.3 考察
た

(11.1%) , 
0 

「今まで通り」 (14.8%) 

以上の結果から , 中学校理科における教員の ICT 
用状況及び意識やニーズに関する実態と して, 次の 2 
が考察でき る。 

活

点

第一に, ICT活用に対して肯定的な意見が多 く ある一
方で , 理科室の ICT 環境の整備状況は依然と して不十
分であり , ICT活用を行わない教員は機器の扱い方, 整
備状況を活用しない理由に取り上げていた。 これらの理

由からは , まずも って ICT 環境の整備を進めるこ との

重要性を改めて指摘するこ とができる。 加えて , ICT活
用を苦手に感じる教員にと っては , 取扱いの容易なイ ン
ターフ ェ ースをもつデバイ スやアプリ ケーシ ョ ンの活用

を推進する必要性が指摘できる。 その際, 活用するデバ
イ スの変化も機器の扱い方に対する不安を高める要因と

考えられる。 例えば, 操作性の良い教育用タブレ ッ ト端
末の導入を推進する等 , 環境整備の方針の一つと して
ICT活用を苦手に感じる教員への配慮が必要と考えられ
る。

第二に, 理科の学習指導で重視する事項において活用
群は非活用群に比べて, 生従に発表させる機会をつく っ
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たり , 観察, 実験, 探究の時間をつく ったりするこ と を
より重視している傾向が示唆された。 また, 活用群では
「電子黒板の活用」 や 「学び合いの授業」 などへのニー

ズを示し , 非活用群では, 「今まで通り」 , 「 ドリル学習」
などへのニーズを示した。 このこ とから , 活用群の教員

は, ICT を活用して生徒の主体的な学習活動や生徒間の
双方向的な相互作用を促す授業スタイルを模索しよう と

しているのに対し , 非活用群の教員は, 従来型の授業ス
タイ ルを変えない範囲での ICT 活用のイ メ ージしか保
持していないのではないかと考え られる。 前者のよ う な

授業スタイルは, 生徒の主体的, 協働的な深い学び, す
なわちアクテイ ブラーニ ングの視点に基づ く 授業改善に

素がるものである。 現在 , アクテイ ブラーニ ングの視点

に基づく授業改善の重要性は増しており , 育成したい資
質 ・ 能力の目標に応じて授業スタイルを柔軟に設定でき

る指導力が教員には求められている。 その学習効果を高

めるための選択肢と し ての ICT 活用を敬遠するこ との

ないよう に , 教員の ICT活用指導力を適切に高めてい
く こ とが極めて重要であると考えられる。 その際, ICT 
活用を苦手に感じる教員に対 しては , アクテイ ブラーニ

ングの視点に基づく授業改善への動機づけを高め, その
方法論の一つと して ICT を位置づけるアプローチが有
効ではないかと考えられる。 

4 . まとめと今後の課題
本研究では, 近畿圈内 A県下の中学校理科教員を対

象に, ICT活用に対する意識実態の把握を試みた。 その
結果, 本調査の条件内で以下の実態が把握された 0 

1 ) 理科の授業において 「単元を問わずいつも」 または
「単元や場面を特定して」 ICT を活用している教貝
は, 全体の68.6% であった。

2 ) ICT活用群の方が非活用群に比べて, 生徒の観察,
実験, 探究などの学習活動を重視する傾向があり ,
「学び合いの授業」 の実現に ICT活用のニーズを有
していた。

3 ) これに対して, 非活用群の教員は, ICT機器の扱い
方の困難さ , 整備状況の不備を理由に ICT活用に
消極的であり , 従来の授業スタイルを変えない範囲
での ICT 活用をイ メ ージしている傾向が示された。 

こ れらの結果から , 中学校理科の授業における ICT 
活用について, 活用群と非活用群では, ICT活用の方向
性に対する教員の意識とニーズに差異があるこ とが明ら

かになった。 今後は , それぞれの意識と ニーズの差異を

考慮した教員研修プログラムの構築, 操作の容易な ICT 
教材の開発, ICT活用を位置づけたアクテイブラーニン
グの視点に基づく授業改善の推進等の課題について実践

的に取り組んでい く 必要があろう。 
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